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スポーツ・セルフモニタリング能力尺度の開発  

雀 回淑・中込四郎  

DevelopmentoftheSportSelf－MonitoringAbilityScale  

CHOIHwoisook，NAKAGOMIShiro  

Abstract  

ThepurposeofthisstudywastodeveloptheSportSelf－MonitoringAbilityScale（SSMAS）designed  

tomeasurethepsychologlCalaspectsofathleticperformanceandtoexamineitsreliabilityandvalidity．  

TheproposedSSMASwasadministeredto343collegeathletesandtheresultingdatawereanalyzed．  

Factoranalysisshowedthatthe29itemsoftheSSMAShadafour－factorstructureandthesefactorswere  

named‘motivation’，‘awareness’，‘intentionality’，and‘controlability’．Inaddition，amOderatepositive  

COrrelationwereshownbetweenathleticlevelandtheaveragecompetitiveperformancelevel，andeach  

factorofthescale．  

Intheexaminationofvalidity，70collegeathleteswereaskedtocompleteapsychologlCalconditionlng  

Sheetevel’ydayovera2－mOnthperiod・TheyweredividedintoatrainlnggrOuPandacontrolgroup  

accordingtothedegreeofeffbrttheyshowedtowardtrainingbasedontheirconditionlngSheetrecords・  

Thetraininggroupathletes（n＝35）showedasignificantlyhigherscorethanthecontrolgroup（n＝35）for  

a11fhctorsoftheSSMAS．Theresultssuggestthateachofthe董burfhctorscouldbeimprovedbycominuous  

Self－mOnitorlngtralnlng・  

Inconclusion，theSSMASisconsideredtobeausefultoolforself－meaSurementOfthepsychologlCal  

factorsassociatedwithenhancementandstabilityofperformance．  

Keywords：athlete，athleticperfbrmance，PSyChologlCalability，Selflmonitonng．psychologicalconditionlng  
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る才支法がいくつか探周されている。   

具体的には、まず、多くの選手が日常的に行っ  

ている練習日詰があげられる。試合や練習を振り  

返り、そこで経験した事実や感情を記録に書きと  

めておくような作業は、自分自身を客観的にとら  

え、自分の個性や特性の理解につながり、それ自  

体がトレーニングとして位置づけられる17，ユ2）。こ  

のようなことから、メンタルトレーニングの指導  

者の多くは、スポーツ選手にトレーニング日誌の  

記載を課題として加えている。  

問題と目的   

競技者のメンタルトレーニングでは、競技ス  

ポーツで高い成績を実現する上で必要とされる心  

理的側面に対して、トレーニング可能であるとの  

立場から、それぞれに対応する心理スキルを用い  

てその強化に焦点を当てている。中でも、競技力  

向上や実力発揮を目指し、自己コントロール能力  

を開発し高めるためのプログラムでは、各心理要  

因への意識的コントロール能力を強化するような  

広義の情動モニタリング技法として位置づけられ  
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中からもたらされたものが多い17，20）。また、継続  

的な自己モニタリング技法を開発しその有効性を  

検討した攫4）の研究では、一連のパフォーマンス  

向上の背景として、自己への「気づき」、心身の  

「統制感」、行為や目標への「動機づけ」や「意図  

性」といった選手の認知的側面（心理能力）の変  

容が示唆されたが、それは先行研究での主張や対  

象者らによる内省報告に基づいているものであ  

り、どのような要因がそういったモニタリング効  

果を引き上げるのかを特定するまでには至ってい  

ない。   

近年、スポーツ選手専用の心理特徴を査定する  

尺度が幾つか開発され、それぞれの目的に応じて  

選手の心理的側面の把撞やトレーニング効果の確  

認に活用されている11）。一方、スポーツ場面にお  

ける選手のセルフモニタリング能力を直接に評価  

できる尺度は存在せず、既存の尺度はそのほとん  

どがセルフモニタリングを特性から捉え、社会場  

面あるいは村人関係状況下における対象者の行動  

傾向を評価するものである5・6，9・10，23）。しかしな  

がら、競技者の場合、パフォーマンスと関連した  

自分の状態（情動）を継続的に振り返る作業を通  

して競技面における心理的能力が高まると捉えら  

れるため、スポーツ場面に特化した尺度の使用が  

必要と考えられ、スポーツ・セルフモニタリング  

能力尺度を作成することにした。   

また、そういった尺度は、単なる評価手段とし  

てだけではなく、自己理解への手がかりともなり  

得る。代表的なメンタルトレーニングプログラム  

では、初期段階における導入技法の中に、心理テ  

ストを用いて自己理解を図ることで自己への「気  

づき」能力を高め、問題に気づくことを意図して  

いることが多いl－12」9▼礼25） 。それは、「心理面で  

のアセスメントは行動変容につながり、それ自体  

がトレーニングでもある」との中込18）の主張に通  

じていく。   

以上のことを踏まえて、競技者のメンタルト  

レーニングを行う上で、セルフモニタリング能力  

に結びつく選手の心理的特徴を評価できること  

は、自己理解を深めトレーニング課題を明確化し  

ていくことにつながり、そのトレーニング効果を  

確認するためにも非常に重要であると考えた。ま  

た、筆者らは、これまでモニタリングトレーニン  

グ効果の判定に、トレーニングシート上の情報  

（例えば、情動の3水準とパフォーマンスの関係、   

次に、クラスタリング技法がある。過去のピー  

クパフォーマンス時のクラスターを作成し、その  

時の心理的世界を視覚化することで、自己理解を  

より深めることができる。さらに、最高と最悪試  

合の比較や当面する競技会のクラスター作成、目  

標設定の目的にも本法は活用できる用1。また、時  

系列的振り返りがあげられる。選手の大会前夜の  

過し方、朝起きてからの行動、試合直前の行動や  

思考などを時系列的に振り返り、良い時と悪い時  

の比較や良い時の共通点を整理することで、自分  

に適した心理状態についての理解を探められる。  

そして、一連の行動を想起課題として、イメージ  

リハーサルへとつなげていくことが可能となる。   

最後に、情動プロファイリングがある。選手が  

自分のベスト及びワーストパフォーマンスと関連  

する情動をグラフの上で評価することによって、  

視覚的なフィードバックを与え、情動状態とパ  

フォーマンスの関係についての理解を深めていく  

ことができる1ヰJ。   

しかしながら、以上のようなモニタリング技法  

では、心理状態とパフォーマンスの関係に対する  

理解を深めるのに役立つが、一歩進んで、スポー  

ツ場面での情動コントロールを意図した場合に  

は、より組織的なトレーニング方法や競技生活の  

中で継続的にモニタリングしていくことが望まれ  

る8，1ユ，コ0） 。   

それに対して、荏・中込2，3）は、心理面の基礎  

的なコントロール能力の向上のための具体的なト  

レーニング法として「自己モニタリング法」と称  

したトレーニング法（自己記述式のトレーニング  

シート）を開発し、その有効活用についての実証  

研究の中で、情動の継続的自己モニタリングによ  

るパフォーマンス向上を認めている。そこでは、  

情動面だけではなく専門的技術や生活面（例え  

ば、食事、睡眠など）のチェック項目を加え、情  

動とそれらの参照を積極的に図っている。   

メンタルトレーニングの現場では、このような  

モニタリングのパフォーマンスへの効果を説明す  

る上で、気づきや自己理解の向上がしばしば言及  

され、それらの変容は競技力向上や実力発揮につ  

ながる心身のコントロール能力に結び付けられる  

と指摘されてきた。しかしながら、そういった主  

張は、幾つかの心理技法から構成されたトレーニ  

ングプログラムに基づいたメンタルトレーニング  

として関った限られた選手のトレーニング経験の  
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2．調査内容  

1）質問紙作成  

（1）フェイスシート：対象者の付帯情報として、   

性別、年齢、競技種目、競技年数、入賞経歴に   

ついて記入を求めた。  

（2）心理的安定性に関する質問紙：競争場面など   

プレッシャーの下でも安定したプレーができ   

るなど、競技場面における心理的安定性につ   

いて、6項目7件法で評定を求めた。具体的な   

項目内容としては、「試合など競争場面におい   

ても、安定したプレーができる」、「状況や相手  

（チーム）に関わらず、いつものパフォーマン   

スが発揮できる」、「大事な試合になると失敗   

してしまう」などがある。  

（3）スポーツ・セルフモニタリング能力尺度  

（SportSelf－MonitoringAbilityScale：SSMAS）：   

檻・中込の先行研究2，3）の結果及びモニタリン   

グ関連文献を参考に、継続的自己モニタリン   

グにより変わると考えられる心理要因として、  

「気づき」、「統制感」、「動機づけ」、「意図性」の   

4つの下位因子を仮説的に設定し、全体で30項   

目の質問項目を作成した。質問項目の摘出に   

当たっては、競技にとって必要な心理スキル   

である心理的競技能力を測定・評価する「心理   

的競技能力診断検査（DIPCA．3，徳永）」、選手   

の竜酎支に対するやる気を総合的に評価■診断   

する「体協競技意欲検査（TSMI）」、試合での   

実力発揮につながる身体的統制感や精神的安   

定性を評価する「スポーツ選手としての心理   

的成熟尺度21）」、そして荏・中込乙3）の先行研究   

における対象者らによる内省報告の内容を参   

考にした。  

具体的な項目内容としては、「気づき：気分   

が変わると自分自身でそれを敏感に感じ取る   

ことができる」、「統制感：自分の感情をコン   

トロールできる」、「動機づけ：勝つため、記録   

を出すために必要なら、どんなにきつい練習   

にも耐えることができる」、「意図性：達成した   

いと思っている具体的な目標を持っている」   

などである（表1参照）。各質問項目に村して、   

対象者自身がどの程度当てはまるかを「1：全   

く当てはまらない～7：非常に当てはまる」の   

7件法で評定を求めた。   

最適水準（IZOF）に入る割合及び情動の揺れ幅）  

に多く依存してきた。今後、さらに効果的なモニ  

タリングトレーニング法を探求していく上で、新  

たなアセスメントの方法を得ることは、意義ある  

ものと考える。   

そこで本研究では、スポーツ場面におけるセル  

フモニタリング能力を測定できる尺度を作成し、  

その信頼性及び妥当性を検討する。選手がどのよ  

うな心理能力を有し、どのような内的変化が生じ  

たかを検討することは、心理的コンディショニン  

グにおけるモニタリング効果のメカニズム解明に  

つながり、またパフォーマンス向上や実力発揮に  

寄与しうる新たな水準からの心理適性要因が加え  

られると考えられる。  

方 法  

1．調査対象及び調査期間  

1）質問紙調査   

大学運動部所属の男女スポーツ選手382名に調  

査周紙への記入を求め、現在競技をしていない者  

及び不備のある回答を除き、343名（男子222名、  

女子121名；平均年齢19．7±1．86歳）のデータを  

分析対象とした。  

2）モニタリングトレーニング   

本トレーニングは、スポーツ・セルフモニタリ  

ング能力尺度の妥当性を検討する目的で実施され  

た。大学運動部所属の男女スポーツ選手109名  

に、約2ケ月間「心理的コンディショニングシー  

ト」への記入を求め、回収された92名のシート  

を基に、4つの基準（現在競技をしていること、  

シートへの記入が30日以上であること、モニタ  

リング効果測定紙において項目1「全体を通して  

真面目に記入した」の得点が5点中4点以上であ  

ること、調査者の主観的評価）を満たした35名  

（男子19名、女子16名；平均年齢19．1±0．90歳）  

をトレーニング群とし、トレーニングに参加しな  

かった35名（トレーニングシートへの記入が極  

めて少なかった者、男子20名、女子15名；平均  

年齢19．3±0．91歳）を対照群とした。トレーニン  

グ群には、トレーニングが開始され約1ケ月後、  

本調査者よりⅨOFの算出法を説明し、対象者ら  

の個々のゾーンへの理解を図ると同時にトレーニ  

ングの継続を促した。  
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くまでも自分の意志である」、「ひとつのことをや  

りはじめたら、最後までやらないと気がすまない  

方だ」などであった。競技意欲は目標への挑戦な  

どを表わす項目内容でることから「動機づけ」と  

命名した。   

第2因子は、8項目で構成され、この因子への  

負荷量が高い項目は、「試合に向けて、心と体の  

バランスがかみ合っていない状態がどのような感  

じかわかる」、「試合に向けて、心と体のバランス  

がとれている状態がわかっている」などであっ  

た。自分の状態（心‥体）に対する認識や理解の  

程度を表わす項目内容であることから「気づき」  

と命名した。   

第3因子は、8項目で構成され、この因子への  

負荷量が高い項目は、「競技において自分のやる  

べきことがわかっている」、「自分がなぜ競技をし  

ているのかその理由がわかっている」などであっ  

た。競技への取り組み及び課題に対して自分なり  

の目的や意図を表わす項目内容であることから  

「意図性」と命名した。   

第4因子は、5項目で構成され、この因子への  

負荷量が高い項目は、「気持ちばかり焦ってから  

だが動かないことがある」、「リラックスしてから  

だを動かすことができる」などであった。身体の  

動きや心（感情や気持ち）のコントロール能力、  

またはその知覚を表わす項目内容であることから  

「統制感」と命名した。  

2）ssMASの信頼性の検討   

尺度の各因子の信頼性係数（Cronbachのα係  

数）を算出した。信頼性係数は、動機づけ＝．錮、  

気づき＝．86、意図性＝．90、統制感＝．83であり、  

本尺度の信頼性を確認することができた。  

3）SSMASの構成概念妥当性の検討   

尺度の各因子が異なる概念を測定しているかど  

うか検討するために、4つの国子間の相関係数を  

算出した（表2）。「動機づけ」と「意図性」で強  

い相関関係（r＝．71）が示され、その他の国子間  

には．41－．50の中程度の相関関係が認められた  

（p＜．01）。   

これらの相関の値は、この種の心理尺度におい  

て、抽出された4つの各因子間の独立性をある程  

度支持するものと受け止められる。   

スポーツ競技者の競技力向上及び実力発揮につ   

2）モニタリングトレーニング  

（1）心理的コンディショニングシート：IZOF理   

論7明手法に基づいて作成した自己記述式のト  

レーニングシート3）。情動、パフォーマンス及   

び日常のコンディショニングと関連した項目   

について評価を行う。トレーニング群に対し   

て、約2ケ月間継続して記入を求めた。  

（2）モニタリング効果測定紙：心理的コンディ  

ショニングシー トを通したモニタリングによ   

る対象者の変容を調べるため、調査の最終日   

に「情動への気づき」、「情動コントロール」、   

「競技に対する目的意識」などに関連した9項   

目5件法で回答を求めた。  

3．統計分析  

1）因子構造の検討   

SSMASの因子構造を検討するために、主因子  

解法、プロマックス回転による探索的因子分析を  

行った。程・中込2・3）の研究及びモニタリング関  

連文献を参考に因子数を設定し、因子を事由出し  

た。また、分類された因子で国子負荷量が．40以  

下の項目を削除し、再度因子分析を行った。  

2）尺度の信頼性と妥当性の検討   

尺度の内的整合性を検討するために、各因子の  

信頼性係数（Cronbachのa係数）を算出した。ま  

た、尺度の各因子が異なる概念を測定しているか  

を検討するために、各因子間の相関係数を算出し  

た。さらに、関連する変数との相関、及びトレー  

ニング参加選手と非参加選手間での比較により尺  

度の安当性を検討した。  

結果及び考察  

l．SSMASの尺度作成  

1）尺度の国子構造   

スポーツ・セルフモニタリング能力尺度の30  

項目に対して探索的因子分析を行い、固有値1．0  

以上の5因子を選定し抽出した。しかし、本研究  

の国子を構成する項目の基準（因子負荷量）に満  

たない項目が1項目あったので、それを省き再度  

国子分析を行った。最終的に抽出された因子とそ  

の項目を表1に示す。反転項目は、値を転換して  

分析に伺いた。   

第1因子は、8項目で構成され、この国子への  

負荷量が高い項目は、「競技を続けているのはあ  
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表1SSMASの園子分析結果  

項目内容  Ⅰ  Ⅲ   Ⅲ  性
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体調や気分がど伊）ように適動しているかわかる．  

軒借而での疲労やストレスが，練習や試合にどう影響するかがわかっている  

試合に向けて，心と件のバランスがとれている状態がわかつている．   

どういうこころの状態や感光がよいプレーに結びつきやすいのかわかっている．   

どういうからだの状態や感党がよいプレ…に結びつきや寸－いのかわかっている．   

脱在の自分の調子や体制を感じ取ることができる．  

気分が変わると【当分l；‡身でそれを敏感に感じ取ることができる．   

11Ⅰ意図竹三  

蛇抜において自分のやるべきことがわかっている．   

自分がなぜ兢技をしているのかその理由がわかっている．  

試合（練習）i糾こ髄脳の目的をもう」斐考える．  

自分び）やるペき練習が自分でわかっている．  

達成したいと思っている具体的な日中票別守っている．  

抜礎トレーニング（ウエートトレーニングなど）は刷lり縄目を．旺撤しながら行う．  

何のためにスポーツを紙けているのかわからない．  

症申して練習に取り組むことができる．   

Ⅳ統制感  

菊持ちばかり焦ってからだが助かないことがある．  

リラックスしてからだを動かすことができる．   

スランプの時には塩分的満ち込みが撤しい．   

どうすれば鋤きをコントロールできるのかがわかる．   

自分の感情をコントロールできる．  

ー．067  －◆089   
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．195  ．019  

．15：i －．081 －．201   

－．035  ．086  ．142   

．224  －．068  －．155   

－．178  ．403  ，231   

－．11：！ ．151 ．239  

分  散  8．糾2 7．047 5．226 4．563 25．678  

衷2 SSMASの各因子の平均値，標堆偏差及び国子間の相関  

因 子   平均値 標準偏差  
（M）  （SD）  Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  

．42＊＊   ．71粕   ．41＊＊  

．50榊   ．40＊＊  

．46＊＊  

動機づけ（Ⅰ）  5．47  0．90   

気づき（Ⅱ）  5．05  0．83   

意図性（Ⅲ）  5．38  0．84   

統制感（Ⅳ）  4．15  0．87  

注）＊＊pく．01   
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図性」、「統制感」といった4国子29項目からなる  

「スポーツ・セルフモニタリング能力尺度」が作  

成された。これは、程・中込2・3）の研究結果及び  

モニタリング関連文献より想定された因子を支持  

するもので構成された。  

2．SSMASの基準関連妥当性の検討  

1）関連変数との関係  

（1）心理的安定性及び競技継続年数   

尺度の各因子に関連すると考えられる「競技場  

面における心理的安定性」及び「競技継続年数」  

との相関係数を算出した（表3）。その結果、「心  

理的安定性」と「統制感」で強い相関関係（r＝  

．71）が示され、「心理的安定性」と「動機づけ」・  

「気づき」・「合計得点」で中程度の相関関係（r＝  

．42－．58）が示された。また、「競技継続年数」と  

各因子間には弱い相関関係（ー＝．21一．28）が認  

められた（pく01）。  

（2）入賞経歴   

SSMASの得点と入質経歴との関係を検討する  

ため、入寮経歴に対して、入賞経歴のなし及び県  

大会入賞のものを低実績群、地区大会及び全国又  

は国際大会入賞のものを高実績群と分類し各因子  

及び合計得点の平均値を比較した（表4）。4つの  

因子及び合計得点の全てにおいて高実績群の平均  

が高く、いずれもその差は有意であった（p＜．01）。   

実力発揮度の高い選手は、プレーに関する技能  

や体力とともに自己コントロール能力を兼ね備え  

ていることを特徴としてあげられる。そしてその  

ような能力は、多くの試合経験と繰り返される練  

習を通して獲得されるものと考えられる。そのた  

め、競技場面などプレッシャーの下でも安定した  

プレーができるといった心理的安定性の高い者、  

そして競技を長年続けている者とSSMASの4つ  

の国子得点との間にある程度の相関が認められた  

本結果により、本尺度の基準関連安当性が認めら  

ながる継続的自己モニタリングは、情動のコント  

ロールのための心理スキルを高めるだけではな  

く、質の高い練習や的確な試合行動を実現する上  

で必要とされる側面の変容にもつながるものと考  

えられる。本研究では、そういった効果を説明す  

るために、4つの認知要因（能力）を設定した。そ  

して、それぞれの能力は相互にある程度の相関を  

持ち、継続的なモニタリングにより連動して向上  

するものと想定した。つまり、自分の心身の状態  

や変化に意識を向ける作業を通して、自己への  

「気づき」能力が高まり、自己の動作や心理状態  

などの的確な認識がなされるようになる。それに  

より日々変動を繰町返している心理的コンディ  

ショニングに対する辛がかり（目標値）を掴むこ  

とができ、目指した行為や目標への「動機づけ」  

や「意図性」が高まり、心身の「統制感」につな  

がるものと考えた。   

以上の分析では、「動機づけ」と「意図性」に  

強い相関が示された。本尺度では、「動機づけ」は  

目指した行為や目標への挑戟として、そして「意  

図性」は競技への取り組みや課題に対して自分な  

りの明確な目的や意図を持って望むような目的意  

識として捉えている。中込16）が、メンタルトレー  

ニングの効果を述べる上で、達成していく明確な  

目標とトレーニング計画は、自己のエネルギーに  

方向性を与え、また締習の質を向上させ、目標達  

成に向けての内発的な動機づけを高めると指摘し  

ていることから考えられるように、本結果は、  

「意図性」の高い選手は行為や目標への高い「動  

機づけ」を持っているものと受け止められる。   

これらのことを踏まえ、4つの国子間にある程  

度の相関が認められた以上の結果では、各因子は  

相互に独立なものではなく、相互に関連を持ち、  

それぞれの心理要因（能力）を評価するものであ  

ることが示された。   

以上の手続きより、「動機づけ」、「気づき」、「意  

表3 SSMAS得点と心理的安定性及び競技継続年数との相関  

動機づけ  気づき  意図性  統制感  合計得点  

心理的安定性  0．42＊  0．42＊＊  0．37＊＊  0．71坤  0．58＊＊   

競技継続年数  0．21＊＊  0．25＊＊  0．22＊＊  0．22締  0．28＊＊  

注）料pく．01   
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表4 入賞経歴によるSSMA5得点の比収  

因 子  高実繚群（nニ121）   低実績群（Il＝222）  t値  

5．32（0．90）  4．25＊＊   

4．87（0．84）  5．70＊＊   

5．26（0．82）  4．20＊＊   

3．94（0．82）  6．55画   

37．03（4．69）  6．48＊＊  

動機づけ  5．74（0．83）   

気づき  5．38（0．68）   

意図性  5．65（0．80）   

統制感  4．55（0．82）   

合計得点  40．55（4．98）  

注）＊＊pく．01，（）内は標準偏差  

表5 SSMASの平均値及び分散分析結果  

トレーニング粛羊   
／′対照群   

実施時期   

人  数  

トレーニング群  対照押  トレ…ニング群 例始糊   
／対照椚  ／終J’期  

交互作用  

開始期  終了期   開始期  終r糊  

35  35  35  35  

5・10  5・47   5・02  4・97   

軌機づけ  5．25＊ 2．02 3．64†  
（0．74） （0．82） （0．67） （0．55）  

4・85  5・14   4・79   4・76   

気づき  5．17＊ ＝3 4．54＊  
（0．75） （0．56） （0．48） （0．75）  

4．91  5．42  4．98  4．87  
意図性  7．63‡綽  4．32＊ 7．03＊  

（0．58） （0．67） （0．62） （0．54）  

4．31  4．90  4．25  4．34  
統制感  13．99＊  7，76＊ 8．72＊  

（0．62） （0．53） （0．61） （0．69）  

34．06   36．52  33．18    32．70  
合計得点  18．06＊  3．87† 軋6l＊  

（3．72） （3．16） （2．72） （2．58）  

往）＊pく．05，†pく．10，（）内は標準偏差  

れた。   

また、覚醒とパフォーマンスの関係を説明した  

逆U字仮説において、熟練者は、最大のパフォー  

マンスが得られる覚醒の範囲が広いといった示唆  

と関連して、入賞経歴の高い者が低いものより高  

い尺度得点を示した結果は、4つの因子が競技力  

向上や安定した実力発揮につながる心理要因であ  

ることに支持を与えるものである。  

3．SSMAS尺度得点とモニタリングトレーニン   

グの関係  

1）トレーニング群と対照群の比較   

SSMAS得点とモニタリングトレーニングとの  

関係を調べるため、二元配置の分散分析（2（ト   

レーニング群、対照群〉×2〈開始期の得点、終  

了期の得点〉を行い、各因子及び合計得点の平均  

値を比械した（衣5）。その結果、「気づき」、「意  

図性」、「統制感」及び合計得点で有意な交互作用  

が認められた。また、群別には全ての因子におい  

て有意差が認められ、賀施時期別には「意図性」  

と「統制感」に有意差が認められた（p＜．05）。つ  

まり、本能力（心理要因）は、継擁したモニタリ  

ングトレーニングにより高められることが支持さ  

れた。   

一流選手のピークパフォーマンス状態は、競技  

状況での出来事を辛がかりにして実現されること  

が報告されている15）。それは、選手が多くの試合  

経験や繰り返される練習の中で、ピーク時の状態   
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平均値を比較した（表6）。その結果、「動機づけ」、  

「気づき」、「意図性」、「合計得点」で有意な交互  

作用が認められた（p＜．05－．01）。また、群別に  

は「合計得点」で有意差が認められ、実施時期別  

には全ての因子において有意差が認められた  

（p＜．05）。これらの結果は本尺度がモニタリング  

トレーニング参加の有無だけでなく、トレーニン  

グ効果の大小を弁別し得るものであることを示し  

ている。   

モニタリング効果の高群は低群より、「気づき」  

や「意図性」が高くなることが認められた。メン  

タルトレーニングでは、選手自身の心や体の変化  

への「気づき」や行為への「意図性」をその過程  

で多く要求される。また、それらはトレーニング  

の効果を既定する要因でもあると同時に、その高  

まりにより技術や体力面のトレーニングの質的向  

上も期待できる18）。   

さらに、本研究ではシートへの記入を通した振  

り返り作業を選手個々に任せていた。しかしなが  

ら、同じ作業を行うにしても、情動と日常生活及  

びパフォーマンスとの照合といったモニタリング  

の程度あるいはその深さは各個人において様々な  

ものであったことが考えられる。このことを踏ま  

え、同じトレーニング群の中でもその効果に差が  

表れた結果からは、今後モニタリングトレーニン  

グの効果をさらに引き上げる上で、本トレーニン  

グの中ではコントロールすることができなかった  

この照合（振り返り）をより積極的に引き上げる  

に気づき、締習や日常生活の中で生ずる感情や心  

身の感覚などを辛がかりとして、自分の心理面や  

身体の動きを意識的にコントロールできる能力を  

身につけていくことを意味する。また、そういっ  

たコントロール能力は、日頃から意識的に行う継  

続的モニタリングトレーニングにより高められる  

ものと考えられる。   

モニタリングトレーニングへの参加群が非参加  

群より終了期に高いセルフモニタリング能力を示  

した結果からは、継続したモニタリングトレーニ  

ングを通して、対象者は課題に対してより明確な  

意図や目的意識を持って臨むことができ、進んで  

自己の心身を適切な動きや状態へコントロールす  

るような認知要因が向上したことが推察できる。  

またそれは、本能力（心理安国）が継続したモニ  

タリングトレーニングにより高められるとの仮説  

に支持を与えるものである。  

2）トレーニング効果による検討   

対象者のモニタリングトレーニングによる効果  

の差とSSMAS尺度得点との対応を確かめた。ト  

レーニング群に対して、2つの基準（終了期に、最  

適水準（intzone）への適合頻度が多いもの、シー  

ト上における情動及び日常生活の評価に変動が少  

なくなっているもの）を設け、トレーニング効果  

の高群（10名）と低群（10名）に分類し、二元配  

置の分散分析（2〈高群、低群〉×2〈開始期の得  

点、終了期の得点〉）を行い、SSMAS尺度得点の  

表6 トレーニング効果によるSSMASの平均値及び分散分析結果  

高群／低群  高群  低群  ∴㌃∵誌  
／終丁期  

高群／低群＋ 交互作用  
実施時期  開始期   終了期   開始期   終了期  

人  数  10  10  10  10  

5．09 6．01 5．00 5．06  
動機づけ  2・64 12・45＊1l・85＊  

（0．82）（0．75） （0．51）（0．67）  

気づき  4．65 5．57 4．76 4．90   
3・53†13・73＊ 7・54＊  

（0．59）（0．37） （0．36）（0．48）  

4．95 6．00 4．82 4．96  
意図性  4・13†19・48＊17・15＊  

（0．86）（0．48） （0．49）（0．45）   

3．94 4．94 4．30 4．44  
統制感  0・10  4・61＊ 2・62  

（＝6）（0．69） （0．73）（0．74）  

33．87 41．35 34．85 35．40  
合計得点  4・61＊ 60・04輌 蝕71坤  

（2．7g）（2．75） （3．05）（2．73）  

注）琳pく■01，＊pく．05，†pく．10，（）内は標準偏差   
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研究科に提出した程による博士（体育科学）論文  

（題目：スポーツ競技者の継続的自己モニタリン  

ダ技法の開発）の→部である。研究の実施にあた  

i）、平成柑－21年度科学研究費補助（基盤研究  

l：B〉 課題番号1830020鋸 を受けた。  

文 献  

IJボロテリN。・マーハーC：海野孝訳（1998）：  

テニスプレーヤーのメンタル開発プログラ   

ム，大修館書店，東京（Bo11ettieriNandMaher   

C（1994）neMentalE用ciene）・Program：PositiveSelf－   

DevelopmentforTennis．Sport，andLife・IMC－   

JulianBach）．  

ユ）崖 回淑・中込四郎（20卿：スポーツ競技者  

の心理的コンディショニングに関するモニタ   

リング効果一心理トレーニングとしての   

IZOF理論の適用を通して－．スポーツ心理学  

研究32（1）：5ト61．  

3）鞋 回淑・中込四郎（2006）：IZOF理論に基   

づいた心理的コンディショニングシー トの改   

良．スポーツ心理学研究33（ユ）：49－59．  

4＝呈回淑（200鋸：スポーツ競技者の継続的自   

己モニタリング技法の開発．筑波大学博士   

（体育科学）学位論文．  

5）GangestadSWandSnyderM（1985）：Tocarve   

natureatitsJOlntS：Ontheexistenceofdiscrete   

ClassesinperSOnality・PsychologlCalReviews92：  

317－3ヰ9．  

6）GangestadSWandSnyderM（1991）：Taxonomic   

analysisredux：Someconsiderationsfortestlnga   

latentelassmodel．JoumalofPersonalityandSocial  

Psycholog〉▼61：14ト146・   

7）HaninYL（2OOO）：Emotionsinsport・Human  

Kinetics、Champalgn．   

8）HoggJM（1998）：Mentalpreparation：Unders也nding   

thepoweroftheemotionsinenhanclngtraCkand   

fieldperformance・NewStudiesinAthletics13   

（ざ）：39－47．   

9）岩淵千明・田中国夫■中里浩明r198ユ）：セル  

フ・モニタリング尺度に関する研究．心理学  

研究53：54－57．  

10）岩淵千明（1996）：自己表出とパーソナリ  

ティ．（編）大渕憲一ら「パーソナりティと対  

人行動」，誠信書鼠 東京，53－73．  

11）吉川政夫（ユ005）：心理検査．（編）日本スポー   

ような介入によりその効果をさらに高めることが  

考えられる。  

「動機づけ」と「統制感」に両群間の差はみら  

れなかったが、本対象者らが約2ケ月間に渡って  

自ら積極的にトレーニングに取i）組んできたこと  

から推察できるように、両群ともに競技（または  

メンタルトレーニング）に対して高い動機づけを  

もっていることが背景にある。また、「統制感」の  

場合、低群の初期値（開始期）は高群よi）高く、  

モニタリングの程度あるいは探さに差はあるもの  

の、2ケ月間にわたった自己への振り渡川作業が  

低群の認知面に少なからず影響を及ぼしていたこ  

とが考えられる。   

以上の一連の結果は、「スポーツ・セルフモニ  

タリング能力尺度」が競技スポーツ場面におい  

て、選手の競技力向上や安定した実力発揮に必要  

な心理（認知）要因の評価に相応しい尺度である  

ことを支持するものである。また、継続的自己モ  

ニタリングトレーニングにより変わると考えられ  

る競技者の内的変容を理解していく上で、本尺度  

の有効性が示された。  

結 論   

本研究において、4国子29項目からなるスポー  

ツ・セルフモニタリング能力尺度が作成された。  

これらは、置・中込三，3）の研究結果及びモニタリ  

ングトレーニング関連文献よ石）想定された国子を  

支持するものである。   

また、尺度の各因子が、実力発揮及び競才支レベ  

ルとの間にある程度の相関を持ち、競技力向上や  

安定した実力発揮につながる能力であることが示  

された。なお、継続的モニタリングトレーニング  

ヘの参加選手の方が非参加選手より尺度の全ての  

国子に高い値を示し、本能力は、継続したモニタ  

リングトレーニングにより高められることが認め  

られた。以上のことから、継続的自己モニタリン  

グによる効果は、抽出された4つの認知要因の向  

上によってもたらされることが考えられ、本尺度  

が選手の「動粍づけ」、「気づき」、「意図性」、「統  

制感」といった競技における心理能力を測定する  

指標として、一定の信頼性と妥当性があることが  

確認された。  
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